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令和６年度 ９月補正予算の概要 

（ 一般会計 ） 
 

１ 補正予算（第３号）の規模 
７１０，３４４千円を増額 補正後の額２０，０２５，１８９千円 

 

 

２ 概要 

 

 原油価格物価高騰の影響を受けている米生産者及び乳牛等生産者に対し、前年

度に引き続き、本市独自の経済支援を実施するとともに、道路交通安全施設整備

事業や企業誘致事業に係る所要額を計上するほか、令和 5 年度決算を踏まえ、歳

計剰余金処分相当額を財政調整基金に積立てるもの。 

 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳                 （単位：千円） 

歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

11地方交付税 507,444 2総務費 616,312 

14使用料及び手数料 388 3民生費 51,079 

15国庫支出金 △56,844 4衛生費 2,540 

16県支出金 15 5労働費 830 

17財産収入 572 6農林水産業費 23,822 

19繰入金 △424,704 7商工費 14,180 

20繰越金 1,165,872 8土木費 10,670 

21諸収入 10,414 9消防費 △18,758 

22市債 △492,813 10教育費 8,462 

  12公債費 1,207 

計 710,344 計 710,344 
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４ 主な補正内容 
 （１）農業経営者支援事業・原油価格物価高騰対応 １６，５００千円 

農業用資材（肥料等）高騰の影響を受けている生産者に対し、支援金を支給

するため、所要額を計上するもの。 

 

（２）乳牛等生産者支援事業・原油価格物価高騰対応 ８３８千円 

飼料代高騰等の影響を受けている乳牛・繁殖牛の生産者に対し、支援金を 

支給するため、所要額を計上するもの。 

 

（３）道路交通安全施設整備事業 ７，６００千円 

交通量が多く、中学校も隣接している市道成田６-８６号線について、交通

安全対策工事を実施するため、所要額を計上するもの。 

 

（４）企業誘致事業 １２，５２３千円 

市内に立地した新設の事業所１社と設備増設の投資を行った事業所２社に

対し、企業立地奨励金及び雇用促進奨励金の額が確定したため、所要額を計

上するもの。 

 

（５）学校情報化推進事業 ６，４９０千円 

市内小・中学校１３校のタブレット更新に伴い、ＧＩＧＡネットワークア

セスメント業務を委託するため、所要額を計上するもの。 

【活用財源 国費：公立学校情報機器活用支援体制整備費補助金】 

 

（６）財政調整基金費（歳計剰余金処分相当額） ６００，０００千円 

財政調整基金条例第３条第２項の規定に基づき、令和５年度決算に係る剰

余金（実質収支１,１９５,８７２千円）のうち、２分の１以上の額を基金に

積み立てるもの。 
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（ 市営墓地特別会計 ） 
 

１ 補正予算（第１号）の規模 
   ６９８千円を増額 補正後の額１３２，６３７千円 
 

２ 概要 

 

 令和５年度決算額の確定等に伴い、歳入・歳出それぞれの予算措置を講ずるも

の。 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳                 （単位：千円） 
歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

1 使用料及び手数料 △1,260 1 墓地事業費 601 

3 繰入金 733 2 公債費 50 

4 繰越金 1,225 3 基金積立金 47 

計 698 計 698 

 

４ 主な補正内容 

（１）歳入 

①墓地使用料、墓地管理料の減 △１，２６０千円 

②一般会計繰入金の増           ７３３千円 

③令和５年度決算剰余金に係る繰越金の増 １，２２５千円 

 

（２）歳出 

①市営墓地管理事業に要する需用費、委託料、備品購入費の増 ６０１千円 

②公債費の増            ５０千円 

③基金積立金（市営墓地等管理運営基金への積立金）の増 ４７千円 
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（ 国民健康保険特別会計 ） 
 

１ 補正予算（第２号）の規模 
   １９，２０６千円を増額 補正後の額４，２９２，７６２千円 
 

２ 概要 

 

 令和５年度決算額の確定等に伴い、歳入・歳出それぞれの予算措置を講ずるも

の。 

あわせて、令和７年度各種事業に係る債務負担行為を設定するもの。 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳                 （単位：千円） 
歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

6 繰入金 △7,451 5 基金積立金 15,829 

7 繰越金 26,657 7 諸支出金 3,377 

計 19,206 計 19,206 

 

４ 主な補正内容 

（１）歳入 

 ①財政調整基金繰入金（財源調整）           △７，４５１千円 

 ②令和５年度決算剰余金に係る繰越金          ２６，６５７千円 

 

（２）歳出 

①基金積立金（財政調整基金への積立金）        １５，８２９千円 

②諸支出金（償還金）                  ３，３７７千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

（ 介護保険特別会計 ） 
 

１ 補正予算（第２号）の規模 
   １２８，９０５千円を増額 補正後の額３，３１２，８２０千円 

 

２ 概要 

 

令和５年度決算額の確定等に伴い、歳入・歳出それぞれの予算措置を講ずるほ

か、一般管理に要する経費について減額補正するもの。 

 

 

３ 歳入歳出（款別）内訳                 （単位：千円） 

歳入（款） 補正額 歳出（款） 補正額 

3 国庫支出金 △5,678 1 総務費 △11,358 

7 繰入金 △4,986 4 基金積立金 95,262 

8 繰越金 133,230 6 諸支出金 45,001 

9 諸収入 6,339   

計 128,905 計 128,905 

 

４ 主な補正内容 
（１）歳入 

①令和５年度決算剰余金に係る繰越金         １３３，２３０千円 

 

（２）歳出 

①基金積立金（介護給付費準備基金への積立金）     ９５，２６２千円 

②諸支出金（償還金、一般会計繰出金） 

〇償還金（国及び県、社会保険診療報酬支払基金分）  ３１，５０２千円 

〇一般会計繰出金（市負担分）            １３，４９９千円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


